
VOL.98  NO. 9 （NO.1137）
THE KANZUME JIHO

ISSN  0410−9716
CODEN : KJIHBX

40

缶詰見聞・体感録　第101号

楽してます
黒川勇人

…………………………………………

缶詰，びん詰，レトルト食品全国販売データ
2019年７月品目別商品別金額シェア

67………………………………………………………
日本介護食品協議会コーナー…77
業　界　消　息………………78
研究所だより………………80
協　会　日　誌………………81
主任技術者コーナー…………83
編　集　後　記………………84

缶　詰　短　信………………21
魚肉ソーセージコーナー………29
缶詰輸入情報………………30
缶詰輸出情報………………32
缶詰関連統計情報……………34
海外ジャーナル………………43

表紙カット　㈱日本出版制作センター
レイアウト　澄田　静

四季想「登鹳雀楼」………………………………… 1

18…………………ニュースファイル（2019年７月）

…………………………………………… 27
❖ 放射路
食品・流通

ニュース＆トピックス 36……………………………

さまざまな挿話を提供して，読者に新商品の開発や，難交
渉の解決，話題づくりのヒントにしていただくということ
を狙いとする読み物．缶詰，びん詰，レトルト食品を念頭
に捕物控から拾い出して紹介するが，連想のままずれてゆ
くことがあってもご愛敬ということで．

16宇佐美昇三………………………………………

続・琴川渉捕物控
　第16回　ビルディング・ロマン

ツナ缶市場，急変動する市場環境に対応

ツナ缶市場は，ここ数年，主原料であるキハダマグロとカ
ツオの魚価変動が激しく，予断を許さない状況が続いてい
る．本稿では，昨年を振り返り，2018年（１～12月）の生
産量，輸出入量等のツナ缶市場動向や原料，商品開発動向
を解説する．

  4………………………………………… 三浦正幹
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企業最前線～経営者に聞く～79

昭和23年に大阪市で主にジャムの製造業として創立．ジャ
ム需要の減少に伴い，カスタード，フラワーペースト等の
中間原料の生産が主体となり，現在では加工食品向けの多
様な中間原料を生産している．オーダーメードで開発を行
い，酵素処理ペースト化技術でさらに飛躍している．

花太刀食品工業株式会社
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ーキハダマグロ，カツオ魚価が乱高下ー

2018年産くり缶詰･びん詰在庫調査結果
39
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46
2019年1～3月期の缶詰，びん詰生産は45.8万トン（7,062
万箱．実箱）で，前年対比112.4％となっている．内訳は，
丸缶44.3万トン，6,821万箱（飲料を除いた丸缶では4.6万ト
ン，597万箱），大缶0.5万トン，28万箱，びん詰1.0万トン，
214万箱となっている．レトルト食品の生産は，7.2万トン
（1,093万箱）で前年対比94.6％となっている．

……………………………………………………（2019年１～３月期１次集計分速報）
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